
日建学院(禁無断複製) 

 

 

 

２級建築士 ＧＷ特別課題テスト 「構造」 解答 

 

問題   1  解説  正答――２ 

 支点Ｂに生ずる鉛直反力ＶＢを上向きに仮定する。 

ΣＭＡ＝０より、 

(力のモーメントの方向は、時計回りを｢＋｣、 

反時計回りを｢－｣とする｡) 

３kＮ×２ｍ－３kＮ×４ｍ－ＶＢ×６ｍ＝０ 

∴ＶＢ＝－１kＮ(下向き) 
 

─ポイント─ 

◆Ａ点でのモーメント、ΣＭＡ＝０から支点Ｂの反力を求める。 

 

 

 

 

 

問題   2  解説  正答――４ 

右図のように鉛直反力ＲＡ、ＲＢを上向き、水平反力ＨＡを右向きに仮定する。 

1）ΣＭＡ＝０より、ＲＢを求める。 

＋９kＮ×４ｍ－３kＮ×８ｍ－ＲＢ×６ｍ＝０ 

＋36kＮ･ｍ－24kＮ･ｍ－ＲＢ×６ｍ＝０ 

ＲＢ×６ｍ＝＋12kＮ･ｍ 

∴ＲＢ＝＋２kＮ 

プラス(＋)として求められたので、 

仮定の矢印と同じで、上向きとなる。 

2）ΣＹ＝０より、ＲＡを求める。 

＋ＲＡ－９kＮ＋ＲＢ＝０ 

ＲＡ－９kＮ＋２ｋＮ＝０ 

∴ＲＡ＝＋７kＮ 

プラス(＋)として求められたので、 

仮定の矢印と同じで、上向きとなる。 

なお、水平反力ＨＡは、ΣＸ＝０より求める。 

＋ＨＡ－３kＮ＝０ 

∴ＨＡ＝＋３kＮ(仮定通り、右向き） 
 

─ポイント─ 

◆Ａ点はピン支点で、鉛直反力ＲＡと水平反力ＨＡが生じ、Ｂ点はピンローラー支点

で、鉛直反力ＲＢのみが生じる。一般に、このような問題の場合、未知数の多い支

点(Ａ点)で、つり合い条件式(ΣＭＡ＝０)をたて、ＲＢを先に求める。 

  




